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　雲出川は三重と奈良の県境に位置する三峰山に源
を発する一級河川です。幹川の流路延長は55㎞。
美杉町川上から八手俣川などの支川を合わせて伊勢
平野に至り、長野川、波瀬川などを合流して香良洲
で雲出古川と分派し伊勢湾に注ぎ込みます。
　550㎢に広がる流域の平野部から河口部にかけ
ては、肥沃な土壌に恵まれた優良農地として一志
米や香良洲梨の生産が盛んな反面、扇状地と三角
州という地形的特徴に起因する川の氾濫に悩まさ
れてきた地域でもあります。水害の歴史は古く、
江戸時代には30回以上も洪水に見舞われ、川堤を
補修した記録が残っています。
　明治に入ると三重県により護岸や水流の制御な
ど河川の特性に合わせた伝統的な工法による改修
が施され、昭和31(1956)年からは中下流部で本格
的な局所改良工事が始まりました。しかし、上流
部に日本有数の多雨地域を抱える雲出川は毎年の
ように氾濫を繰り返し、昭和34(1959)年の伊勢湾
台風による未曽有の被害を契機として、雲出川の
管理は県から国に切り替わり、治水事業は国直轄
で行われることになりました。河口部では高潮対
策事業が実施され、昭和41(1966)年に雲出川が一
級河川の指定を受けると、国は「工事実施基本計
画」を策定し、下流部の築堤事業にも着手しまし
た。昭和47(1972)年には三重県が支流の八手俣川
に洪水調節機能を持つ君ヶ野ダムを完成させたも
のの、なかなか氾濫は収まらず、昭和57(1982)年
に床上浸水406戸、浸水面積977haの観測史上最
大流量を記録する大洪水が発生しました。
　この浸水被害が特に深刻だったのは中流部に11
カ所ある霞堤と呼ばれる無堤部でした。無堤部か
らの洪水が一時的に農地などに湛水することで洪
水調節機能が発揮され、下流の浸水被害を軽減す
ることが期待されるのですが、溢れた水は農地を
超え一段高いところにある宅地にまで押し寄せて
しまったのです。
　昭和61(1986)年、国は「工事実施基本計画」を
改定し無堤部対策に乗り出します。河口から波瀬
川合流点までの下流部で築堤や河床掘削を実施
し、安全度を強化した上で、中流５カ所の無堤部

に順次築堤などの対策が講じられました。
　その後、平成16(2004)年に発生した100戸を超
える浸水被害と、家屋への浸水はなかったものの
平成21(2009)年に生じた浸水は残る６カ所の無堤
部からの氾濫によるものでした。
　河川整備をさらに強力に進めることを求める流
域住民の声を受け、津市も三重県とともに要望を
重ねた結果、平成26(2014)年、国は向こう30年
を対象期間とする「雲出川水系河川整備計画」を
策定しました。
　総事業費304億円に上るこの巨大プロジェクト
には、昭和57年洪水と同規模の洪水が発生した場
合においても家屋浸水被害を防止することが目標
として掲げられています。下流部の水位低下対策
として流下断面を増やす取り組みが始まり、雲出
島貫、木造、須ヶ瀬で河道掘削や樹木伐開が進め
られ、香良洲の川原、雲出伊倉津の高峯では堤防
の堤体強化や浸透対策が実施されました。
　当初、これら下流部の事業期間は10年程度と想
定されていましたが、平成30年度から始まった国
の「防災・減災、国土強靱化事業」による予算上
乗せが功を奏し、今年度までに112億円が投じら
れ、２年前倒しでほぼ完了となります。
　下流部の安全がおおむね確保されるに至ったこ
とで、来年度から雲出川の整備は新たな局面を迎
えます。いよいよ国が本格的に中流部の無堤部対
策に取りかかり、河口に向かって右岸側の須ヶ
瀬、其村地区においては、堤防のかさ上げが段階
的に実施されることになります。左岸側の牧、小
戸木地区では、無堤部における堤防のかさ上げで
安全性を高めた上で、洪水調整施設としての遊水
地を整備することにより、現在の遊水機能が生か
されます。これは、農地への計画浸水を許容し、
流域が一体となって治水安全度の向上を図る「流
域治水」を推進しようとするものです。
　無堤部を締め切られる右岸側には、新たな雨水
排水問題が生じます。津市は、雲出川と波瀬川に
挟まれた区域の雨水排水計画を策定し、調整池の
新設、水路やポンプの整備などに取り組みます。
左岸側の農地には、浸水する場合に備えた経済的
な対策が講じられることとなります。国が地権者
との具体的な協議を開始するに当たっては、津市
も地元調整に参画します。
　流域にお住まいの皆さま方の生活を浸水から守
るべく、雲出川の整備を進める国に協力し、事前防
災・減災対策の着実な実施につなげてまいります。

　津市総合防災訓練(フットパーク美杉)…11月13日
　布引山地東縁断層帯西部の内陸活断層を震源とする大規模
な直下型地震の発生を想定。大規模な土砂災害により倒壊し
た家屋からの救助や、土砂災害発生の危険性が高まり孤立化
が懸念される地域の住民を安全な避難所まで移送する訓練な
どを実施しました。
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